
議-11

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
有
財
産

の
売
却
を
行
っ
た
。
出
品
し
た
４

校
の
う
ち
１
校
の
売
却
が
決
定

し
、
年
内
に
も
再
利
用
が
始
ま
る

予
定
だ
。
残
り
３
校
に
つ
い
て
は

今
回
の
入
札
は
な
か
っ
た
が
、
現

地
視
察
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
次
へ

つ
な
が
る
き
っ
か
け
が
で
き
た
。

こ
の
機
会
を
生
か
し
て
学
校
跡
施

設
を
再
利
用
し
、
学
校
が
存
在
し

て
い
た
時
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
、「
地
域
の
元
気
」
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

・
売
却
施
設

旧
太
陽
小
学
校

・
利
用
目
的

美
術
館

・
落
札
価
格

３
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北
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員
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修
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良
一

開
催
地

札
幌
市

開
催
日

６
月

日
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講
演

「
住
民
自
治
時
代
の
議
会

の
役
割
と
課
題
」

講
師

山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教

授

江
藤

俊
昭
氏

先
生
は
地
方
制
度
調
査
委
員
と

し
て
平
成
の
合
併
に
関
与
し
た
。

地
方
制
度
調
査
委
員
会
に
よ
る
平

成
の
合
併
を
総
括
す
る
と
、
大
合

併
は
か
な
り
無
理
を
し
て
進
ん

だ
。
こ
れ
以
上
は
無
理
で
は
な
い

か
。
こ
こ
で
一
区
切
り
つ
け
、
更

な
る
連
携
の
在
り
方
を
探
っ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。
併
せ
て
、
自

民
党
・
民
主
党
が
基
礎
自
治
体
の

数
を
ど
う
考
え
る
か
を
み
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
、
知

事
を
は
じ
め
と
す
る
首
長
の
連
合

体
が
マ
ス
コ
ミ
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

い
る
が
、
地
方
議
会
人
は
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
よ

く
見
え
な
い
。
だ
か
ら
、
地
方
自

治
を
担
っ
て
い
る
の
は
首
長
で
は

な
い
か
と
住
民
は
思
っ
て
い
る
。

自
治
の
根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
こ

そ
、
議
会
が
軸
と
な
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
な
の
だ
。

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研

修
会

山
田

秀
明

講
演

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治

と
経
済
」

講
師

読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員

橋
本

五
郎
氏

衆
議
院
の
解
散
を
前
に
、
長
年

に
亘
り
政
治
記
者
と
し
て
取
材
し

た
経
験
を
生
か
し
、
構
造
改
革
の

痛
み
や
麻
生
総
理
誕
生
ま
で
の
秘

話
を
ユ
ニ
ー
ク
に
語
っ
た
。

そ
の
中
で
心
に
残
っ
た
の
は
、

自
殺
者
の
数
が
増
え
続
け
て
い
る

が
、
多
く
の
人
が
自
ら
命
を
絶
つ

と
い
う
の
は
最
低
の
政
治
だ
と
思

う
。
ま
た
、
福
祉
と
は
箱
物
を
作

る
こ
と
で
は
な
く
心
で
あ
る
。
本

当
は
何
が
大
切
か
を
政
治
家
は
考

え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
政
治
の

基
本
は
家
族
へ
の
愛
だ
、
と
力
強

く
訴
え
て
い
た
。

終
わ
り
は
母
の
話
と
な
り
、
自

分
や
兄
弟
を
育
て
、
子
ど
も
達
が

都
会
に
出
て
行
っ
て
か
ら

歳
で

80

亡
く
な
る
ま
で
の

年
間
、
秋
田

30

県
内
の
町
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
た
母
の
教
え
に
つ
い
て
涙
な
が

ら
に
話
し
、
胸
を
熱
く
さ
せ
た
。

教
え
〔
い
か
な
る
時
も
手
を
抜
く

な
、
傲
慢
（
ご
う
ま
ん
）
に
な
る

な
、
常
に
謙
虚
で
あ
れ
〕
は
、
今

で
も
自
分
の
中
に
生
き
続
け
、
実

践
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

中
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
議
員
交
流
会笹

木

正
文

本
年
度
の
中
空
知
市
町
村
圏
組

合
研
修
が
７
月
９
日
に
歌
志
内
市

で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
に
㈱
リ
ク
ル
ー
ト

じ
ゃ

ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
ヒ
ロ

中
田
氏
を
迎
え
供
食
が
地
域
を
熱

く
す
る
僑
と
い
う
演
題
に
て
、
食

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
の
手
法
に

つ
い
て
の
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

現
在
、
我
が
町
で
も
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

中
で
、
非
常
に
興
味
あ
る
内
容
で

あ
っ
た
。

ま
ず
、
北
海
道
に
お
け
る
観
光

の
必
要
性
が
説
か
れ
、
定
住
人
口

減
少
の
対
策
と
し
て
交
流
人
口
の

増
加
を
挙
げ
、
観
光
振
興
こ
そ
が

裾
野
の
広
い
総
合
交
流
産
業
で
あ

る
と
位
置
づ
け
た
。
そ
の
観
光
の

中
で
も
、
温
泉
や
遊
園
地
は
設
備

に
対
す
る
コ
ス
ト
面
や
立
地
に
左

右
さ
れ
、
中
空
知
に
多
い
加
熱
が

必
要
な
冷
泉
や
観
光
集
積
地
以
外

の
遊
戯
施
設
は
永
続
性
に
疑
問
が

あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、供
食
僑
は
最
大

の
リ
ピ
ー
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
満

足
度
（
実
現
度
／
期
待
度
）
が
高

く
リ
ピ
ー
タ
ー
を
多
く
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
、
や
る
気
に
な
れ
ば

短
時
間
＆
低
コ
ス
ト
で
開
発
も
可

能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ヒ
ロ
中
田
氏
は
、
交
流
人
口
増

加
の
切
り
札
と
し
て
『
新
・
ご
当

地
グ
ル
メ
』
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」

は
自
然
定
着
型
な
の
に
対
し
、

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』
は
企
画
開

発
型
と
し
て
い
る
。

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』
の
特
徴

を
挙
げ
る
と
、「
地
産
地
消
を
前
提

と
す
る
」「
通
年
で
提
供
で
き
る
」

「
複
数
の
場
所
で
提
供
可
能
」「
昼

食
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
」「
民
間

主
体
で
開
発
」「
開
発
メ
ン
バ
ー
に

女
性
や
若
者
が
参
加
」「
広
い
消
費

世
代
を
対
象
に
す
る
」
な
ど
で
あ

る
。成

功
事
例
の
中
で
は
、
南
富
良

野
町
の
「
な
ん
ぷ
エ
ゾ
カ
ツ
カ
レ

ー
」
の
誕
生
経
緯
で
、
開
発
期
間

１
年
、
必
要
経
費

万
円
程
度
と

300

い
う
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有

害
鳥
獣
に
指
定
さ
れ
た
エ
ゾ
シ
カ

と
地
場
産
品
を
使
い
、
町
の
Ｐ
Ｒ

と
地
元
経
済
振
興
の
双
方
を
兼
ね


